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Some Examples of University-Community Cooperation
1. A Proposal for “Ikoi no Ba” (a Recreational Place) in the Eastern Square of Kyoto 
Station Building; 2. A Proposal for the “Restoration Project of Shoei no Mori (Shoei 
Green Space)”; 3. Designing Playground Equipment in Yodogawa Riverside Park
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り選んだ絵のコラージュで 5案まとめた。12 月 15 日 16
日寒空の中、本学院生と河川事務所職員とともに、塗装
作業を行なった。途中地元小学生の家族も訪れ、喜びの
声を聞いた。今後地元の子供達に親しまれる施設として、
さらなる活用が進むことを望むところである。
5、大学地域連携の今後に向けて
近年、大学に持ち込まれる連携希望が増加している。美
術学部の中でも、こういった連携への取り組みやすさは
専攻により様々であるに違いない。環境デザインでは 20
年近く前より、大学のある西京区の地域活動との連携授
業を行なってきた。移転決定後は、崇仁地区の活動との
連携を積極的に行っている。本年度も 4月以降に取り壊
される旧崇仁小学校の記録映像ワークショップを、駅ビ
ル課題の途中で行い、崇仁地区の歴史学習と共に、デザ
イン科 2年生の視点で撮影したショートムービーを残し
ている。今回報告する連携以外にも、京都市の中心部で
オープンする「EN HOTEL Kyoto」のインテリアデザイン
やサービスについて、デザイン科 1年生の環境デザイン
授業で取り組んだ。３月のオープンでは、その提案のい
くつかが実現する予定である。
これからも、地域における「知の現場」「創造の現場」
としての役割は大学に益々求められていくに違いない、
こういった授業の積み重ねが、地域と大学の双方にとっ
て有意義な活動であることを信じて、今後も積極的に取
り組んでいきたいと考える。
以上
淀川河川公園塗装滑り台
下絵をもとに着色作業

